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講 演 会 概 要  
 
 
演題：  科学技術・学術政策研究所講演会  
「博士人材のキャリアパス多様化に向けた URA の可能性」 
 
 
日時：  2017 年 6 月 29 日（木） 14:00～16:00 
 
 
場所：  文部科学省 科学技術・学術政策研究所  会議室  






































○ 文部科学省 科学技術・学術政策研究所  門村 幸夜 客員研究官  
 
講演 1：「URA の仕事と求められる能力の多様性」 
○ 文部科学省 科学技術・学術政策研究所  荒木 寛幸 上席研究官  
 
講演 2：「URA として働く際の博士人材の優位性：岡山大学を事例に」 





○ 文部科学省 科学技術・学術政策研究所  門村 幸夜 客員研究官  
 
〔ご発言をお願いした方〕 
○ 名古屋大学 社会貢献人材育成本部 ビジネス人材育成センター 森 典華 特任准教授  
 
○ 徳島大学 研究支援・産官学連携センター URA 部門 角村 法久 特任助教  
 




○ 文部科学省 科学技術・学術政策研究所  斎藤 尚樹 総務研究官  
 
 







































































































ここに示したデータは、2012 年に博士課程を修了された方の 1 年半の状況について、博士人材
追跡調査の結果を示しております。これによりますと大学に残られる方が約 6 割、そのうち約 6 割が
任期制を継続されているという結果です。また、民間企業に約 3割の方が就職されていて、そのうち
の約 9 割の方は正社員や正職員として、安定的な仕事につかれているという、2 つの対照的なキャ
リアパスが示されております。 
















などの活動を行っておりまして、第 1 回のワークショップは 2015 年 9 月に、特に 3 番目の学校教諭


























ここで 3 つの論点について提起させていただいたのですが、まず第 1 の論点として、URA におい
て博士人材というのは優位性を発揮ことができるのか否かという点でございます。  

































































































次に URA のスキル標準について、初級 URA は、業務上の課題の発見と解決を補助的に行う
（補佐）。経験年数は 1～3 年。中級では、業務上の課題の発見と解決を自律的に行う（執行）。 
上級では、業務上の課題の発見と解決を主導的に行う（統括）、経験年数は 5 年以上が望ましい、









































































では、タイプ別に見る URA ということで、先ほどお話ししましたが、大学組織が渇望する URA 像
はオールラウンダー型の URA でした。オールラウンダー型の URA とは、事務業務の精通者であっ
たり、産学連携コーディネーターと呼ばれている方、サイエンスコミュニケーターと呼ばれている方、


























次に URA の給与の設定について、URA の初級コースは助教程度、中級は講師程度、上級は
准教授程度という設定が多く見られていました。現在では、中級が准教授程度で、上級が教授程
度とする大学もふえてきているかと思います。 




役職における URA の役職位置が確認できるようにしています。URA 初級コースにいる人の幅はど
こで、どの辺か、中級はどの辺か、上級はどの辺かということが見ることができるのですが、URA は
初級コースで雇われている人の能力が非常に幅広くなっています。実際に、ポスドクから講師の能





能力だと判断した場合は初級 URA で、助教から講師級ぐらいまでが中級 URA、准教授から教授















講演 1（科学技術・学術政策研究所  荒木 寛幸 上席研究官） 
 
 

































 それで、実は 12 年間ほど大学の管理職をやっておりまして、どちらかというとそれが専門みたいな
ものでございました。URA と関係いたしますが、大学の研究担当理事というものは、これは 2 つの大
学でフルでやったのですが、自分の研究をやっちゃだめなのですよね。大学全体の研究のことを知











































 4 年で 1.6 倍、それから URA と呼ばれる人たちが 830 人おられます。4 年で 1.7 倍でございます。 












次に、岡山大学の URA の紹介でございます。これは今申し上げましたような経緯で、4 名のリサ
ーチ・アドミニストレーター、シニア 2 名、若手 2 名を雇用いたしました。 
URA は産官学出身者で構成されており、公募のときは修士以上としておりました。結果的には、
これは結果論なのですけれども、全員が博士号保有者ということになりました。企業は 1 名、省庁が
1 名、大学研究機関が 4 名、海外研究機関が 1 名です。 
2013 年になりまして、この URAのおかげで、研究大学促進事業を獲得することができて、4 名増
員をすることができました。 
見ていただきますと、外国人が 2 名、女性が 3 名ということです。私はこの URA の組織において
も多様性、人材の多様性ですね。出身の多様性、ジェンダーの多様性、それから、外国人というの







自分の経験からもドクターというのは朝 8 時半に来て 5 時半に帰るとかじゃなくて、皆さん方ドクタ
ーの経験者の方は朝 10 時から、ひどいのは 12 時ごろから来て夜 3 時とか、そういう経験がおあり


























 ですから、そういう大学の財政的状況を考えて、岡山大学の財政規模では 10 人ぐらいが適正で
はないかというふうなことを考えたわけであります。 
 それから、URA は、事務職員でも教員でもない職種です。職務規定、号俸も全て URA 独自のも
のを策定し、運用している。つまり、URAとしてその職種にある人が、誇りを持ってその職をやってほ
しいというふうなことですね。自分が URA であると、その URA 職種にいることが非常に誇りになるこ
と、自分の職に対する誇りを持つということが一番その職に関しては重要なことだと私は思っており
ます。 









































































































そういったわけで、URA の獲得外部資金の概要でございますが、URA 設置 2 年半での獲得外












































です。ヨーロッパでの人脈ですね。例えば EU の大使とかという方にも、電話 1 本で話ができるという
ふうなことです。そういう URA というのは我々にとっては外国の研究資金を獲得する上では非常に
重要ですし、外部との共同研究にも重要です。 
さまざまな国際連携強化ということで、特に 2 日前に EU のデリゲーションが岡山大学にやってま

















ころを URA が探してくれます。 
 
そういうことで、URA がさまざまな努力をしていただくことによって、Nature Index でもご覧のように
掲載されています。これは 68 journalsですけれども、私もこれはアドバイザーをやっております。これ
は、ネイチャーのランキングというか、正確に言えばランキングじゃありませんね。  
Rising Star、これはどれだけ伸びているかということで、東京工業大学に続いて岡山大学は 2 位
である。 




































先ほど申し上げましたとおり、URA にはマネジメント系と、それから、サポート型 URA がございま
す。文科省の事業でも、これは山中伸弥先生が非常に強調されていたことですが、研究者にはさま
ざまな雑用というか、そういうものがあって、研究に割く時間がないというふうなことになりました。そこ




















いってきていますが、着任から 5 年で URA の再任審査をし、10 年目で URA テニュア審査というこ
とです。OJT で出向等々を経験させていきます。これが現在描いているキャリアパスということです。 
惑星物質研究所にも、URA じゃなくて IRA、Institutional Research Administrator ということで、






















































いう生活が染みついてしまっていて、時に朝 8 時 45 分に勤務に出てきて 5 時ごろに帰るというのも

































































講演 2（岡山大学エグゼクティブアドバイザー 山本 進一 名誉教授） 
 
 






























































































































































































































































 博士人材の方が URA で力を発揮できる理由の中に、元研究者だったとか、研究コミュニティを知
っているとか、そのとおりだと思います。恐らくそのことが、やはり例えば大学院を出た後、例えばポ
スドクを 1 回経験するとか、2 回経験するのがいいかと思いますけれども、そういう過程を経て、やは
り研究のリアリティーをきちんと知っていた方のほうが、マネジメント系の URA としてはより効果的な
働きができるのではないかと思うのですね。 
















































































































































































































































































は世界に通じるのはむしろ UEA のほうのような気がしたんですね。 
というのは、アジア中で完全に労働市場がオープンになっていまして、ほとんど 100％の人が英語
のネイティブスピーカーだということもあるし、実際の大学の経営にタッチしているのは、そういう人た







高度専門職の URA じゃなくて、UEA と、University Administrator ということですね。例えば、広
報の UA、それから、今先生おっしゃった教育関係の UEA。岡山大学にもそういう方々がおられま
す。ファイブ・ユーという形で広報、教育、国際交流、それぞれのプロフェッショナルというか、そうい




























の URA と UEA の議論というのが出てくるのではないかと思います。 
今、本学の UEA は、単純に、教授の方々が研究の時間を割かなければいけないのに、就職支
援とかに時間がとられているんじゃないかというのをサポートしているだけといいますか、先ほどの
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A strategic plan to contribute to Okayama 
University Research development 
It's important to keep challenging yourself and asking questions. In doing so, you are bound to 
make new discoveries.  
Dr. Bernard CHENEVIER 
 
Senior Research Administrator 
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  Nature Index 2016 Japan  
¾Nature Index supplement focusing entirely on 
Japan for the first time.  
¾Summery based on the latest data of Nature 
Index.  
¾Published on Nature 531(S118-S121) 17 March 
2016. 
  Nature Index 
¾ Database of research articles published in the 
stringently selected 68 journals on natural science.  
¾ A close to real-time proxy for high-quality research 
outputs. 
¾ Compiled by Nature Publishing Group (NPG). 
¾ Indicators providing a perspective on assess 
research excellence and institutional performance. 
25 
Source: Nature Index 2016 Japan 
Among the top 10 risers in Japan, Okayama University reached 
the second position, as its WFC increased more than 7 from 2012 
to 2015. 
     WFC: weighted fractional count considering the percentage of authors from that institution  
                (or country) and the number of affiliated institutions per article. 
                An indicator reflecting a country or institution's contribution to an article.  
26 
Rank Institution 
Number of  Hot 
Research Areas 
Number of  Core 
papers 
2014 Swing 2012 2014 Swing 2012 
1 University of Tokyo 93 䊼㻌 99 322 䊺㻌 301 
2 Kyoto University 61 䊼㻌 66 155 䊼㻌 168 
3 Tohoku University 47 䊺㻌 38 110 䊺㻌 88 
4 Osaka University 35 䊼㻌 41 119 䊼㻌 145 
5 Nagoya University 25 䊼㻌 31 71 䊼㻌 112 
6 Okayama University 23 䊻㻌 23 58 䊼㻌 68 
7  Hokkaido University 21 䊺㻌 20 34 䊺㻌 26 
8 Kyushu University 20 䊻㻌 20 45 䊺㻌 27 
9 Tokyo Institute of Technology 19 䊼㻌 30 63 䊼㻌 91 
10 University of Tsukuba 18 䊼㻌 22 68 䊼㻌 76 
11 Hiroshima University 16 䊼㻌 25 61 䊼㻌 81 
12 Kobe University 16 䊼㻌 21 41 䊼㻌 53 
13 Keio University 12 䊼㻌 13 17 䊼㻌 19 
14 NINS 11 䊻㻌 11 27 䊼㻌 33
15 Yokohama City University 11 䊺㻌 9 13 䊺㻌 10 































































2008 14 31 87 254 107 878 
Science Map 
2010 18 35 86 282 99 903 
Science Map 
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Professor Shen 
  䞉Photosynthesis II  䞉Plant Science 
Professor Ma 
©㻌 2014 Okayama University All Rights Reserved㻌
" Crystal structure of oxygen-evolving  
photosystem II at a resolution of 1.9 Å "  
Nature, 2011 
Breakthrough of the year 2011 
Research Topics is  
Heavy metal 
accumulation 
@ IPSR in Kurashiki  




Highly Cited Researchers(HCR) 2015: Details of Japan
Affiliation Number of HCR 
RIKEN 11 
Osaka Univ 9 
Univ Tokyo 9 
Kyoto Univ 7 
Nagoya Univ 4 
Natl Inst Adv  
Ind Sci & Tech 4 
Natl Inst Mat Sci 3 
Chiba Univ 2 
Japan Int Res  
Ctr Agr Sci 2 
Keio Univ 2 
Nara Inst Sci & Tech 2 
Okayama Univ 2 
Sojo Univ 2 
Tohoku Univ 2 
 Total 3126 HCR in the world were selected for 
their research publications with great impact, and 
these researchers are recognized as one of the 
World's Most Influential Scientific Minds. 
 Prof. Jianfeng Ma and Assoc. Prof. Naoki Yamaji 
of Okayama Univ. are being named the first time 
for their research excellence in Plant & Animal 
Science. 
 Japanese institutes with  2 or more HCR are listed 
in the table, and there are 80 HCR in Japan totally.  
 There is no HCR at the following universities: 
Hokkaido Univ., Tokyo Inst of Tech, Univ. of 
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㻌 㻌 㻌 䠄⌮஦䛜ᑓᛕ⩏ົ䛷኱Ꮫ⤒Ⴀ䜢⾜䛖䛾䛸ྠ⩏䜢URA䛻ồ䜑䛶䛔䜛䠅䚹䜎䛯䚸ᩍဨ 
㻌 㻌 㻌 䛷䛒䜛ሙྜ䚸䝬䝛䝆䝯䞁䝖ேᮦ䛷䛒䜛URA䚸౛䛘䜀䛂URAຓᩍ䛃䛜䚸◊✲⛉㛗䛺 
㻌 㻌 㻌 䛹䛾㒊ᒁ㛗䛻ᣦ♧䛩䜛䛣䛸䛾䚸❧䛱఩⨨䠄⤌⧊ㄽ䠅䛾ၥ㢟䛜㉳䛣䜛䚹 
 
㻌 㻌 䞉஦ົ⫋ဨ䛷䛿䛺䛔 
㻌 㻌 㻌 ஦ົ䛻䜘䜛⤌⧊䜢෇⁥䛻ື䛛䛩⫋䛷䛿䛺䛟䚸◊✲㠃䛷኱Ꮫ䜢⤒Ⴀ䛩䜛⤒Ⴀே䛸 
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䠘௻⏬ᴗົᆺ⿢㔞ປാไ䠚 
 





㻌 㻌 ᙜ᫬䚸ປᇶ⨫䛜䛂URA䛃䛸䛔䛖⫋✀䛸⫋ົෆᐜ䜢༑ศ䛻⌮ゎ䛧䛶䛔䛺䛛䛳䛯䚹 
 
㻌 㻌 ປᇶ⨫䛾䛂URA䛿䚸◊✲᥎㐍䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊䜔▱㈈䝬䝛䞊䝆䝱䞊䚸⏘Ꮫ㐃ᦠ 











㻌 㻌 URA䜢Ꮫෆ䛷䚸䛹䛾䜘䛖䛺❧䛱఩⨨䛻䛩䜛䛾䛛䚸᪤Ꮡ䛾⫋䠄ᩍဨ䚸஦ົ⫋ဨ䚸䝬 
㻌 㻌 䝛䝆䝱䞊䚸䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊➼䠅䛸䛿ఱ䛜㐪䛖䛾䛛䚸URA䛾⫋ົつᐃ䚸⤥୚⾲䛺䛹 
㻌 㻌 䛾⊂⮬つᐃ䜢タ䛡䜛䛺䛹䛾䛂⦓ᐦ䛺⤌⧊タィ䛃䜢༑ศ䛻ᐇ᪋䛧䛶䛔䛯䛯䜑䚸ປᇶ 
㻌 㻌 ⨫䛾⌮ゎ䛸༠ຊ䛜ᚓ䜙䜜䛯䚹 40 
㻌 㻌 䞉ᑓ⏝䛾ປ౑ጤဨ఍䜢タ⨨ 
 
㻌 㻌 㻌 䝯䞁䝞䞊䛿䚸ἲேഃ䛜⥲ົ䞉௻⏬㒊䠄ே஦ㄢᡤ⟶䠅䛸⟶⌮⪅䚹⫋ဨ௦⾲䛸䛧䛶䚸㻌  
㻌 㻌 㻌 URA䠄1ྡ䠅䚸஦ᴗሙู䞉㒊ᒁู⫋ဨ௦⾲⪅䠄2ྡ䠅䛷ᵓᡂ䠄タ⨨ᙜ᫬䠅䚹 
 
㻌 㻌 㻌 㛤ദ䛿䚸ẖᖺᗘ6᭶ཬ䜃3᭶䛾ᐃ౛ປ౑ጤဨ఍䛸㐺᫬㛤ദ䛾⮫᫬ປ౑ጤဨ఍䚹 
 
㻌 㻌 㻌 ປ౑ጤဨ఍䛿䚸URA䛾ไᗘ䛾ᐃ╔䞉ᨵၿ䜢⾜䛖䜂䛸䛴䛾ሙ䛸䛧䛶㔜せ䛷䛒䜛䚹 
㻌 㻌 㻌 䜎䛯䚸ཧຍ䛩䜛URA䛿ປົ䛾ㅖ஦᝟䠄ἲ䞉つไ䚸Ꮫෆつᐃ䛺䛹䠅䛻䛴䛔䛶⥙⨶䛧 
㻌 㻌 㻌 䛶䛔䜛ᚲせ䛜䛒䜛䚹䜎䛯䚸ྠ൉URA䛛䜙ປົ䛻㛵䛩䜛❆ཱྀ䛸䛺䜛ᙺ┠䜒䛒䜛䚹 
 
㻌 㻌 䞉ᑓ⏝䛾ປ౑ጤဨ఍Ỵ㆟᱌䛺䛹䛾ᩥ᭩䜢ᩚഛ 
 
㻌 㻌 㻌 ୺䛸䛧䛶ே஦ㄢ䛸URA஦ົ㒊㛛䛜㐃ᦠ䛧䛶䚸ᩥ᭩䜢సᡂ䚹ᒸᒣ኱Ꮫ䛷URA䜢 
㻌 㻌 㻌 ⊂⮬㐠⏝䛩䜛䛸Ỵᐃ䛧䛶䛛䜙䚸⤌⧊タィ䜢ඹ䛻㐍䜑䛶䛝䛯䛯䜑䚸ྲྀ䛳᥃䛛䜚䛿䝇 
㻌 㻌 㻌 䝮䞊䝈䛷䛒䛳䛯䚹ఱ䜘䜚䜒䚸ே஦ㄢ䛾ከ኱䛺༠ຊᨭ᥼䛸⌮ゎ䛜䛒䛳䛯䚹 
 
㻌 㻌 䞉ປົ⟶⌮ 
 
㻌 㻌 㻌 ẖ᭶ᮎ䚸໅ົ⡙䜢ᥦฟ䠄1᪥7᫬㛫㻠㻡ศ௨ୖ䛾໅ົ᫬㛫䜢ᢕᥱ䛩䜛䛯䜑䠅䚹㉸໅  
㻌 㻌 㻌 䛜ከ䛔ሙྜ䛿䚸⟶⌮⪅䠄䜎䛪䛿⌮஦䠅䛸㠃ㄯ䚹ᚲせ䛺ሙྜ䛿⏘ᴗ་䛸䛾㠃ㄯ䚹䛣 
㻌 㻌 㻌 䜜䜙䜢ྵ䜑䚸䛭䛾௚䚸ⱞ᝟ᑐᛂ䛺䛹䛿䚸኱Ꮫ䛾ປົつᐃ䛸ྠ䛨㐠⏝䛷䛒䜛䚹 
㻌 㻌 㻌 䛂䜏䛺䛧ປാ᫬㛫䛃䛿㛗ᮇປാ䛻䜒䛺䜚䜔䛩䛔䛯䜑䚸ປົ⟶⌮䛜㔜せ䛷䛒䜛䚹 
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㻌 㻌 䞉URA䛾㐠⏝䛻㛵䛧䛶䚸஦๓䛻䛂⦓ᐦ䛺⤌⧊タィ䛃䛜⾜䜟䜜䛶䛔䛯 
 
㻌 㻌 㻌 䝬䝛䝆䝯䞁䝖䠄⟶⌮䠅ேᮦ䛸䝃䝫䞊䝖䠄ᨭ᥼䠅ேᮦ䛾᫂☜䛺༊ู䚹 
㻌 㻌 㻌 URA⊂⮬䛾ㅖつᐃ䛾ไᐃ䚹 
㻌 㻌 㻌 ே஦ㄢ䛺䛹䛾஦ົ᪉䛾ከ኱䛺༠ຊᨭ᥼䛸⌮ゎ䚹䜒䛱䜝䜣䚸ᙺဨ䜒⌮ゎ䚹 
 
㻌 㻌 䞉䛂䜏䛺䛧ປാ᫬㛫䛃䛾㐺ษ䛺⟶⌮ 
 
 
㻌 㻌 㻌 1᪥7᫬㛫45ศ໅ົ䛧䛯䚸䛸䛩䜛䛂䜏䛺䛧ປാ᫬㛫䛃䛿䚸໅ົ᫬㛫䛜㛗ᮇ䛻䛺䜛䛣 
㻌 㻌 㻌 䛸䛜䛒䜛䚹䛭䛾䛯䜑䚸໅ົ⡙⟶⌮䜔⌮஦䛸URA఍㆟䠄2䞃᭶䛻1ᅇ㛤ദ䠅䜢⾜䛖䛺 
㻌 㻌 㻌 䛹䛧䛶䚸䛭䜜䛮䜜䛾URA䛾໅ົ≧ἣ䛾ᢕᥱ䜢⾜䛖ᚲせ䛜䛒䜛䚹㏫䛻䚸䛔䜟䜖䜛 
㻌 㻌 㻌 䛂䝃䝪䜚䛃䜒ᠱᛕ䛥䜜䜛䛜䚸⌧ᅾ䛾URA䛾⫋ົෆᐜ䛸㔞䛛䜙䛧䛶䚸䛣䛾䜘䛖䛺≧ἣ 
㻌 㻌 㻌 䛜㉳䛣䜛ྍ⬟ᛶ䛜ᴟ䜑䛶ప䛔䚹䜐䛧䜝䚸㐣㔜ປാ䛜ᠱᛕ䛥䜜䜛䚹 
 
㻌 㻌 䞉௻⏬ᴗົᆺ⿢㔞ປാไ䛿䚸䜘䜚෇⁥䛺኱Ꮫ㐠Ⴀ䛾䛯䜑䛻㐺ᛂ䞉㐠⏝䛧䛶䛔䜛 
 
 
㻌 㻌 㻌 ௻⏬ᴗົᆺ⿢㔞ປാไ䛿䚸URA䛾䛯䜑䛻㐠⏝䛧䛶䛔䜛䛸䛔䛖⪃䛘䛿䛺䛔䚹㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  
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